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１ 業務概要	

 

■業務名  

災害時外国⼈⽀援活動講座開催業務  

 

■ 業務⽬的  

愛知県は「あいち多⽂化共⽣推進プラン 2022」において、⾔語や⽂化、国

籍のちがいに関わらず、誰もが防災に関⼼を持ち、災害時には互いに⽀え合

う『「多⽂化防災」の推進』を掲げている。2018 年度に作成した「多⽂化防

災ガイド」を広め活⽤を促すこと、⾃⾝の活動地域の現状と県内の先進的な

取り組みを知ることによって「多⽂化防災」への理解を深めることを⽬的に、

「多⽂化防災」の講座を開催する。対象は、⼤規模災害時に外国⼈県⺠への

対応を直接⾏う市町村職、市町国際交流協会職員及びボランティアなどであ

る。 

 

■業務内容  

 災害時外国⼈⽀援活動講座の開催 
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２ 災害時外国⼈⽀援活動講座	

	

１）概要	

■趣旨	

東⽇本⼤震災以降、平時はもとより災害時においても、外国⼈住⺠は⽀え

られる側だけでなく、⽀える側にもなることが認識され始めた。しかし、今

もなお、災害ボランティアとして外国⼈住⺠が参加することを想定していな

い市町村がある。また、外国⼈住⺠の主体的な参加をどう促していくのか模

索しているという話も多く聞く。そこで、⼤規模災害時に外国⼈住⺠の対応

を直接⾏う市町村・市町国際交流協会職員、NPO やボランティアなどを対象

に、「多⽂化防災」の視点から外国⼈⽀援活動について学ぶ講座を開催する。 

	

■講座の形式、内容	

今年度は新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、対⾯の形式を避け、ウェ

ブ上で共有された動画を視聴してオンデマンドで学ぶ「第１部 知識編」と、

リアルタイムのオンライン研修「第２部 実践編」に分けて⾏った。* 

「第１部 知識編」では、県内の外国⼈住⺠を取り巻く状況の理解と愛知県

災害時多⾔語センターについて、さらに過去の⼤規模災害の課題と全国の外

国⼈の担い⼿養成の取り組み、⽀援に役⽴つツールについて学んだ。「第2部 

実践編」では、県内の先進的な取り組みの事例報告と、「やさしい⽇本語」

について学び、2018 年度に愛知県が作成した『多⽂化防災ガイド』を⽤いて、

⾃⾝の活動地域で、外国⼈を含めた多様な主体と連携するためにどのような

取り組みを始めるべきか考えるグループワークを⾏った。 

*「第２部 実践編」は当初対⾯で⾏う予定だったが、愛知県に緊急事態宣⾔が発出されたことを

受けて、ビデオ会議ツール Zoom を⽤いたオンライン形式に変更した。 
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■対象者	

市町村職員（多⽂化共⽣・国際交流担当者、防災担当者、消防担当者）、市

町国際交流協会職員、市町村社会福祉協議会職員、災害時外国⼈⽀援ボラン

ティア、その他災害時に外国⼈対応をする⽅、避難所運営に関わる⽅（⾃治

会担当者）など	

	

■開催⽅法	

第１部 知識編… オンデマンド講座（２⽉３⽇〜３⽉１⽇ 17 時まで） 

第２部 実践編… 第１回 Zoom を使⽤したオンライン研修 

         第２回 Zoom を使⽤したオンライン研修 

 

＊第２部は当初、第１回は⼩牧市、第２回は⻄尾市での対⾯型の講座を予定していた。	

＊第２部の参加者は第１部の参加を必須とする。	

＊第１部のみの参加も可とした。	

	

	 	



4	
	

	

	 	



5	
	

	

	 	



6	
	

２）第１部	実践編	

■受講可能期間	

令和３年２⽉３⽇（⽔）〜 令和３年３⽉１⽇（⽉）17 時 

■受講⽅法	

 参加者に講義動画の URL が掲載された特別公開ページを知らせ、各⾃都合

のよい時間にアクセスして視聴する。視聴後には研修課題に取り組む。 

■参加申込者 

 118 名（うち、第１部のみの申し込みは 81 名） 

■プログラム 

・動画１「『第１部オンライン講座（知識編）』の受講にあたって」  

総再⽣回数 147 回 

・動画２「⼤規模災害時の外国⼈⽀援に関する基礎知識」（29 分 23 秒） 

    講師：⾃治体国際化協会多⽂化共⽣部多⽂化共⽣課 課⻑ 藤波⾹織⽒ 

 総再⽣回数 178 回 

・動画３ ⾃治体国際化協会がウェブ公開しているビデオ 

動画３-１「災害時多⾔語⽀援啓発動画『知識編』」（14 分 19 秒） 

動画３-２「災害時多⾔語⽀援啓発動画『実践編』」（11 分 12 秒） 

動画３-３「災害時多⾔語表⽰シートの作り⽅」（１分 24 秒） 

・動画４「『愛知県災害多⾔語⽀援センター』について」（11 分 53 秒） 

     講師：愛知県 社会活動推進課多⽂化共⽣推進室 主査 太⽥美代⼦⽒ 

総再⽣回数 92 回 
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■研修課題	

受講者には、第２部実践編の受講までに以下の課題に取り組んでおくよう求

めた。	
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■受講者アンケート集計結果（回収数 43 件、回収率 35％）	

1. あなたの所属を教えてください 

⾏政職員 13 

国際交流協会職員 6 

市町村社会福祉協議会職員 2 

⺠間・NPO 団体等【主な活動が多⽂化共⽣または国際交流】 0 

⺠間・NPO 団体等【主な活動が４以外】 1 

ボランティア【主な活動が多⽂化共⽣または国際交流】 6 

ボランティア【主な活動が６以外】 1 

個⼈ 13 

その他 0 

回答なし 1 

2. この講座を何で知りましたか 

県からの講座の紹介メール 17 

県の Facebook 2 

講座の案内チラシ 5 

TABO ネットの Facebook 1 

知⼈からの紹介 3 

市の広報誌や案内 7 

その他 0 

回答なし 1 

  

メール
40%

県Facebook
5%

チラシ
12%

TABOFacebook
2%

知⼈から
7%

広報誌・案内
16%

その他
16%

回答なし
2%



10	
	

3．第１部知識編（オンライン講座）の全体の内容はいかがでしたか 

⼤変有意義だった 21 

有意義だった 18 

普通 2 

あまりよくなかった 1 

よくなかった 0 

回答なし 1 

 

4-1.  「⼤規模災害時の外国⼈⽀援に関する基礎知識」（動画２・動画３）は 

いかがでしたか 

よく理解できた 27 

理解できた 13 

あまり理解できなかった 2 

理解できなかった 0 

回答なし 1 

 

 

  

⼤変有意義,	49%
有意義,	42%

普通, 5% 

あまりよくない,	2%
回答なし,	2%

よく理解,	63%

理解, 30% 

あまりできない,	5%
回答なし

<設問３>	 <設問４-１>	
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4-2.  ⾃治体国際化協会が提供する「災害時多⾔語表⽰シート」は知っていま 

したか 

知っていて、これまでにも⾃⾝で使ってみたことがある 8 

知ってはいたが、これまで⾃⾝で使ってみたことはなかった 17 

あることを知らなかった 17 

回答なし 1 

 

5．「愛知県災害多⾔語⽀援センターについて」（動画４）はいかがでしたか 

よく理解できた 21 

理解できた 21 

あまり理解できなかった 0 

理解できなかった 0 

回答なし 1 

 

 

よく理解

できた
49%

理解できた
49%

回答なし
2%

使ったこ

とがある
19%

知っていた

が未使⽤
39%

知らな

かった
40%

回答なし
2%

<設問４-２>	 <設問５>	
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6. 動画による講義形式はいかがでしたか。よかった点・悪かった点をお聞か

せください（抜粋） 

• 問題なく視聴できました。 

• ゆっくりお話しいただけ、分かりやすかったです。 

• 悪いところは無いと思います 

• 会場までの移動時間なく、講義を受けることができたので、⼤変便利だ

った。 

• ⻑時間続けて講義に参加できなくても、今回⾃宅から⾃分の都合で⾒る

ことができ、効率よく学べて良かった。 

• 動画は効果的で分かり易かった。 

• たくさんの資料に基づき解説してあったのでわかりやすかったです。聞

き逃しても戻れるのがとてもよかったです。 

• 要点を絞ってありわかりやすかったです。被災された外国⼈の⽅のイン

タビューがありイメージがしやすかったので、実際に現場で⽀援された

⽅の体験談を多く聞いてみたかったです。 

• リアルで理解しやすい。 

• グラフなどが活⽤されている点が良かったです。ですが⾳声の⼩さく少

し聞きづらい動画がありましたのでそこが改善されると良いと思いまし

た。 

• 時間のある時に受講できるので助かりました。 

• 仕事の合間に細切れで受講できたのが助かった 

• 繰り返し聞くことにより、理解を深めることができた。ありがとうござ

いました。 

• ⾃分の都合に合わせて受講することができてよかった。また、期間内で

あれば⾒直すことができる点も良かった。 

• ⾃分のペースで受講できたが、その場での気づきや疑問が薄くなってし

まう気がした。 
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• 動画を⽌めたり、⾒直したりでき理解しやすかった。⾃分の視点で⾒る

ことはできるが、話し⼿にとって伝えたいこと、重要なことは何か区別

しづらい。 

• メモをしたい部分で⽌めたり、もう⼀度聞きたいとき巻き戻して⾒直し

たりと、⼤変良いと思いました。 

• 聞き逃した箇所などを戻して聴くことができたり、何度も視聴できたこ

とで、より理解が深まった。 

• ⼀⽅的なお話は、気持ちが集中しにくいのですが、よくご説明いただけ、

助かりました。 

 

7. 第１部知識編の講義内容で質問があればご記⼊ください 

• 県内で市町村が運営する⽀援センターがどれくらい⽴ち上がるのかを知

りたい。 

• 多⾔語⽀援センターとは？ 市役所が主体になって設⽴していくのか？ 

• 防災中⼼なのか多⽂化共⽣事業なのか、いろいろな課が関わっているよ

うで、分かりにくい。これからどんなことに取り組んでいけばよいの

か？ 

• 県と県内各市町村の連携について、もう少し詳しく聞けるとよかった。

平時、どんな情報交換や情報・機器グッズなどの提供があるのか、発災

後どの局・課がどんな役割を担って市町村のどことどのように連携して

対応していくのかなど。また、各市町村で外国⼈⽀援に有⽤な取組みが

独⾃になされているのであれば、それも知れるとよい。CLAIR の講義で

もあったように、他市在住者が知⼈を頼ったり他市のよりよい外国⼈⽀

援を求めて移動して来るといったことは当然起こり得るので、その際県

としてどのように対応されるのか、各⾃治体はどうすればいいのかなど
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も、県として何かご準備があるのか等もお伺いできるとよかったと感じ

た。 

• 外国⼈の⽅が住まれている場所は点在しているか、集中しているかでも

違うと思うが、避難所での要⽀援者への対応⼈数をもう少し詳しく知り

たい（コーディネーター巡回チーム、翻訳チーム、IT チーム、相談窓⼝

等） 

 

■第 1 部知識編のまとめ 

オンデマンド形式の講座の実施ははじめてだったが、動画 4 以外は申し込

み⼈数以上の回数の視聴があった。また、「問題なく視聴できた」というコ

メントがあった。このことから、受講者がネットワークや機器の問題なく、

期間内に講座を受講できたことがわかる。各講義動画の理解度の評価も⾼か

った（設問４-1、設問 5）。 

オンデマンド形式に対するコメントを求めた⾃由記述の設問６には、移動

が不要であることや都合の良い時間に少しずつ視聴可能であることの他に、

途中で⽌めたり、繰り返し聞けたりしたことで理解が深まったという声もあ

った。どの講義動画も⾮常に情報量が多く充実したものであったため、何度

も視聴できる今回の形式は合っていたと思われる。このようなことが、受講

者の講義全体に対する満⾜度の⾼さに繋がったのだと思われる（設問 3）。  

また、⾃治体国際化協会が提供する「災害時多⾔語表⽰シート」について

尋ねた設問 4-2 では、この講座以前にシートの存在を知っていた⼈は 25 名い

たが、実際に使ってみたことがある⼈はそのうちの８名（32％）しかいない

ことが明らかになった。役⽴つツールを知っても、実際に使ってみるところ

まではなかなか進まない現実が浮き彫りとなった。使ったことがないものを

⾮常時に突然使⽤することは難しい。それに気づいてもらえるような活動を

講座に加える必要があるだろう。  
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３）第２部	実践編	

■⽇時	

第１回 令和３年２⽉ 19 ⽇（⾦）13:30〜15:40 

第２回 令和３年３⽉２⽇（⽕）13:30〜15:40 

■開催⽅法	

オンライン（Zoom ミーティング使⽤） 

■参加者	

 第１回…15 名    第２回…23 名（うち、２名は両⽇参加） 

	

（講義の様⼦）	

	

（グループワークの様⼦）	 	
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■プログラム	

13:30〜 開会挨拶 

13:35〜 ⾃⼰紹介（グループワーク５分） 

13:45〜 事例紹介 

・豊橋市「外国⼈防災リーダーの育成に向けて」 

豊橋市 市⺠協創部多⽂化共⽣・国際課 主査 三輪⽥貴⽒ 

・⻄尾市「⻄尾市の多⽂化共⽣防災の取組み」 

    ⻄尾市 市⺠部地域つながり課 主事 稲吉崇⽂⽒ 

＜質疑応答＞ 

14:15〜 休憩 

14:20〜 研修課題のふりかえり（グループワーク 10 分） 

14:30〜 災害時に役⽴つ「やさしい⽇本語」 

多⽂化防災ネットワーク愛知・名古屋 安藤郁美 

  14:50〜『多⽂化防災ガイド』の活⽤⽅法と実践 

       ・内容紹介 

・「災害時多⾔語表⽰シート」実践 

・チェックリストの確認 

・⾃分の地域で⼀年以内に取り組みたいこと 

         （グループワーク 20 分） 

多⽂化防災ネットワーク愛知・名古屋 ⻑尾晴⾹ 

  15:25〜 各グループの議論の共有 

15:35〜 閉会あいさつ	 	
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■受講者アンケート集計結果（回収数 29 件、回収率 79％） 

1. あなたの所属を教えてください 

⾏政職員 8 

国際交流協会職員 3 

市町村社会福祉協議会職員 0 

⺠間・NPO 団体等【主な活動が多⽂化共⽣または国際交流】 1 

⺠間・NPO 団体等【主な活動が４以外】 0 

ボランティア【主な活動が多⽂化共⽣または国際交流】 2 

ボランティア【主な活動が６以外】 3 

個⼈ 9 

その他: 3 

2. 参加された⽇をお教えください 

２⽉ 19 ⽇（⾦） 10 

３⽉２⽇（⽕） 17 

両⽇とも参加 2 

3. 第２部実践編（オンライン講座）の全体の内容はいかがでしたか 

1. ⼤変有意義だった 16 

2. 有意義だった 10 

3. 普通 2 

4. あまりよくなかった 1 

5. よくなかった 0 

 

  

⼤変有意義
55%

有意義
35%

普通 7% 
あまりよ

くない
3%
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4-1. 「事例紹介（豊橋市・⻄尾市）」はいかがでしたか 

1. 参考になった 27 

2. あまり参考にならなかった 2 

 

 

 

 

 

4-2. よろしければ質問 4-１の回答の理由をお聞かせください（抜粋） 

• 実際の取組がよく理解できたから 

• 2 地区のご様⼦が分かり、⾃分の地区でも⽣かせると思ったから 

• 豊橋市の防災リーダー育成の過程（養成講座やその後の活躍の場の確

保）が⼤変参考になった。 

• 他機関と協⼒して防災に取り組まれており、参考にしていくべきと感じ

た。 

• 実際に取り組みを⾏ってみてわかるような課題をしれたこと 

• 外国⼈を防災の担い⼿としてどのように取り込むか、ヒントをいただけ

たから。 

• 様々な市で災害時のリーダー発掘の取り組みが進んでいることがわかっ

た。 

• 外国⼈リーダーになる⼈材の発掘が課題と思っています。 

• 国ごとに情報の⼊⼿⼿段が違うのがわかった。情報発信している各国の

協⼒してくれるキーパーソンが必要なことが学べた。 

• 実際の⽀援活動が知りたい  

参考になった
93%

あまり参考にならなかった7%
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5-1. 講義「災害時に役⽴つ『やさしい⽇本語』」はいかがでしたか 

よく理解できた 18 

理解できた 10 

あまり理解できなかった 1 

理解できなかった 0 

 

 

 

 

5-2. よろしければ質問 5-１の回答の理由をお聞かせください（抜粋） 

• ⽳あきの⽂章で、⽇本語能⼒が⼗分でない⽅の⽬を実感できたため。 

• ⽇本語、特に防災の表現は聞きなれないものが多いため、簡単な⾔葉で

簡潔に伝える必要があると思いました。 

• 外国⼈だから、英語が通じるわけではなく、⽇本での共通語である「⽇

本語」を相⼿にあわせて使うことが⼤事だと分かった。翻訳ツールを使

いこなすには、やさしい⽇本語が必要なことがわかった。 

• 国際の⽅に、分からない⽇本語を使っている場合がかなりあります。参

考にさせていただきます。 

• 簡単だろうと思っていたが、うまく使えるようになるためには慣れるこ

とが必要だなと感じました。しかし、誰もができる多⽂化防災の内容だ

と思いました。 

• 災害時に慌てないように、いろいろな場⾯での活⽤ができるようにした

いです。 

• 逆翻訳の必要性がよくわかった。 

よく理解

できた
62%

理解で

きた
35%

あまりできなかった3%
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• 他の⾔語に変換する際にも、やさ⽇を活⽤することで、正しく変換しや

すい事、緊急時だからこその確認の⼤切さ。やさ⽇を広める活動をして

いく際に、ヒントになる説明がたくさんあった為。 

• 実際の⽀援活動が知りたい 

 

6-1. 「ワークショップ『多⽂化防災ガイド』の活⽤⽅法と実践」はいかが

でしたか 

よく理解できた 15 

理解できた 12 

あまり理解できなかった 2 

理解できなかった 0 

 

 

 

 

6-2. よろしければ質問６-１の回答の理由をお聞かせください（抜粋） 

• チェックリストをしたことによって何ができていなくて何が必要かとい

うことがとても良くわかりました。まずはこのチェックリストからでき

るようにすることが第⼀歩だと思いました。 

• 今後やっていくべきことが少し明確になった。 

• グループワークをとおして⾃分がしたいことが明確になった点がよかっ

た。 

• グループワーク等少⼈数の実施であり、各⼈の発表の機会等がありよか

った。 

よく理解できた
52%

理解できた
41%

あまりできなかった7%
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• 災害が発⽣する前に活⽤してみたいと思います。 

• ⾃分の住む地域での外国⼈リーダーの発掘が課題です 

• 端的でわかりやすい説明で、初めて読む⼈でも、取り組み易い構成にな

っているのがとても良いと思った。これを当市町でも広めるには、どの

ようなアプローチがしていけるか、考えて⾏きたい。 

• ガイド⾃体はいいものだが、配るだけではなかなか活⽤されないだろう

と感じました。⽇本語教室で授業の⼀環として取り⼊れるなどの働きか

けが必要だと思います。 

• 使ってみておかないと、災害の時にはすぐに使えないことが分かりまし

た。 

• 時間が⾜りなかったから 

• 実際の⽀援活動が知りたい 

 

7. 今後の参考とするため、Zoom を活⽤した今回の講座の進⾏について、

よかった点、悪かった点を率直にお聞かせください 

• 感染症流⾏下でも実施できてよかったと思います。 

• 悪い点は無かったと思います。 

• 全員の顔が⾒える、共有資料が⾒やすいなど、利点がたくさんある。 

• 移動がない点がよかった 

• 悪天候の中、出かけなくても講座が受けられるのは良かったです。イン

ターネットの接続が良くない時があり、⼼配になりました。 

• 職場から受講できたのは時間を効率的に使えた。⼀⽅でグループワーク

は対⾯の⽅が効果が⾼いと感じた。 

• グループ討議があると、気持ちがリフレッシュされるので、集中⼒が続

きました 
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• Zoom を活⽤することで、⽇本全国どこからでも参加できることはとて

も良いと思う。今回のように、全くの部外者（県外在住です）でもお受

けいただき、⼤変多くの学びになったことに感謝している。 

• 直接会わなくても良いので気軽に参加できた。参加したことでたくさん

の⼈のお話がきけて多⽂化防災についてしっかり考えるきっかけとなり

ました。 

• 各グループに担当者がついてまとめてくださり、⾮常にやりやすかった

です。改善点としては、グループワークにもう少し時間を多く取れると

いいのではないかと感じました。 

• グループワークは、それぞれのグループがどういう状態か、どこまで話

し合いが進んでいるかに関係なく、時間が来たらメインルームに戻って

しまうので消化不良になりやすい。 

• Zoom での会議はやりにくさを感じます 

• グループでの発⾔がしやすかった。少⼈数で地域の情報交換の時間が欲

しかった。 

• 遠くからの参加者には有益と感じる。時間制約が気なる。意⾒交換の場

があると良かった。 

 

8. 講座全体に関してご意⾒、また今後講座で取り上げてほしい内容があれば

お聞かせください（抜粋） 

• 外国⼈防災リーダーの具体的な育成事例を知りたいです。 

• 東⽇本⼤震災以降起こった災害時の外国籍の⽅への取組みを知りたい。 

• 実際の⽀援活動が知りたい 

• この多⽂化防災の取り組みを、いかに⽇本⼈にも浸透させていくか。外

国⼈市⺠の巻き込みのヒントなど、成功事例、失敗事例も含め、他市の

取り組みなど知りたい。 
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• 何も知らない未熟な学⽣でしたが、分かりやすい講義と避難所運営に役

⽴つことを教えてもらえたのでとても有意義な時間でした。ありがとう

ございました！ 

• 実際に外国の⽅が各グループに１⼈程度いるといいなと思いました。 

• ⽀援センターや避難所など、実際の現場で受講できる講座が効果が⾼い

と思う。 

• 初めての Zoom で、うまくできないこともありましたが、フォローして

いただき、ありがとうございました。もう少し Zoom の活⽤を勉強し、

より多くの⽅が気楽に参加していただけるように声掛けをしていきたい

です。いろいろな意味で仲間を増やすことが⼤切だと感じました 

• 個⼈レベルの話になってしまいますが、各家庭の備蓄が気になります。

⽔、⾷料などを備蓄している外国⼈は少ないのではないでしょうか。避

難所では、ハラル対応はしていないので⾃分たちで準備しなければなり

ません。⾦銭的な⾯、すぐ国に帰るからと備えがないのが⼼配です。ど

うやったら外国⼈に必要性が理解してもらえるのでしょうか。 

• 近所付き合いが防災減災や地域⼒になることを教える。教える側が外国

⼈集住地域を視察・学ぶ。 

• （外国⼈社員や技能実習⽣を雇⽤している）企業との付き合い⽅につい

て。 
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■第２部実践編のまとめ	

第２部は、①多⽂化防災に取り組んでいる豊橋市と⻄尾市の事例報告、②

災害時に役⽴つ「やさしい⽇本語」と翻訳ツール使⽤時の注意点、③『多⽂

化防災ガイド』の説明とチェックリストの実践、の 3 つのプログラムで構成

されている。Zoom を⽤いたリアルタイムの講座であることから、少⼈数の

グループワークを複数回⾏い、他の参加者との交流の機会を作った。参加者

が⾮常に多様だったため、グループは属性が同じ⼈でまとめ、各グループに

TABO ネットメンバーを進⾏役として配置した。 

受講者アンケートを⾒ると、どのプログラムも評価が⾼い。⾃由記述を⾒

ても受講者が多くの学びを得たことがうかがえる。オンラインで実施したこ

とによる参加のしやすさは第 1 部と同様好評だったが、グループワーク、意

⾒交換に関してはもっと時間がほしい、対⾯の⽅がしやすいという声が複数

寄せられている。受講者が他の参加者との交流や情報交換、つながり作りを

重視していることがうかがえる。今後の参考にしたい。 

受講者が講座を通して知ったこと、⾒つけた課題・⽬標をそれぞれの場所

へ持ち帰り、周囲の⼈を巻き込んで、多⽂化防災を実現させる⼀歩を踏み出

してほしいと思う。 
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３ 今後に向けて	

	

本講座はオンライン開催など、はじめての取り組みも多かったが、受講者

アンケートを⾒る限り、多くの⽅から学びの多い意義のある機会だったと好

評を得ることができた。また、運営側としても今後の活動に向けて多くの⽰

唆が得られた。今回の経験をもとに今後さらに多⽂化防災を推進していくた

めに、以下のことを提案したい。	

	
＜今後の多⽂化防災推進に向けた提案＞	

	
 １．本講座と同様の講座を今後も定期的・継続的に開催すること	

 ２．講座の主な対象を災害時外国⼈対応の体制づくりを担う⼈々（⾃治

体職員、国際交流協会職員、社会福祉協議会職員）とし、参加者の

役割に合わせた講座を開催すること	

 ３．本講座の内容に加え、避難所での外国⼈対応などの体験を通して、

必要なものの整備や、連携等を議論するステップアップ講座を開催

すること	

 ４．各⾃治体が⾏っている防災研修や⽀援者の養成研修の中で多⽂化防

災の視点がどの程度取り⼊れられているかを調査すること	

 ５．県および各市町村の既存の防災に関わる研修に「多⽂化防災」の要

素を取り⼊れるようにはたらきかけること	
	
	

 まず、本講座は多⽂化防災を考えるきっかけとなる基礎的な内容のもので

あり、今後もより多くの⼈に参加してもらうことが多⽂化防災の考え⽅を広

げる⼀助になると考える。そのため、同様の講座を今後も定期的・継続的に

開催することを提案する（提案１）。	
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次に、講座の対象者についてである。これまで、本講座の対象者は「市町

村職員（多⽂化共⽣・国際交流担当者、防災担当者、消防担当者）、市町国

際交流協会職員、市町村社会福祉協議会職員、災害時外国⼈⽀援ボランティ

ア、その他災害時に外国⼈対応をする⽅、避難所運営に関わる⽅（⾃治会担

当者）など」と⾮常に広く設定されてきた。しかし、⽴場が違えば必要な情

報や知りたいことは⼤きく異なる。実際に、避難所での外国⼈住⺠の⽀援に

協⼒したいという動機で参加した語学ボランティアの⽅は、知りたかった情

報が得られず、講座の満⾜度が低かった。このようなずれを防ぎ、参加者に

とってより有⽤な内容の講座にするためには、講座の対象を絞ることが有効

だと考える。そこで、本講座の主な対象を災害時外国⼈対応の体制づくりを

担う⼈々（⾃治体職員、国際交流協会職員、社会福祉協議会職員）とし、参

加者の役割に合わせた講座を開催することを提案する（提案２）。	

 また、第 2 部の受講者アンケートには、「災害時多⾔語表⽰シート」を短

時間で作成するワークに関して「使ってみておかないと、災害の時にはすぐ

に使えないことが分かりました」というコメントがあり、実際に使ってみた

ことが気づきに繋がっている様⼦が⾒られた。また、外国⼈の参加や実際の

現場での開催の提案があった。以上のことから、本講座の内容に加え、避難

所での外国⼈対応などの体験を通して、必要なものの整備や、連携等を議論

するステップアップ講座を開催することを提案する（提案３）。 

 最後に、多⽂化防災の取り組みを実践するためには、体制づくりとともに、

それぞれの避難所運営者や⽀援者らとの意識共有が必要である。当団体が本

事業を受託し今年度で３年⽬であるが、地域で⾏われている避難所運営に関

わる研修や⽀援者の養成において、外国⼈住⺠に対する対応や多⽂化防災の

考え⽅は取り⼊れられているのだろうか。そこで、各⾃治体が⾏っている防

災研修や⽀援者の養成研修の中で多⽂化防災の視点がどの程度取り⼊れられ

ているかを調査することを提案する（提案４）。そして、調査結果をもとに、
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県および各市町村の、既存の防災に関わる研修に多⽂化防災の要素を取り⼊

れるように働きかけることを提案する（提案５）。また、既に取り組んでい

る地域の実践例を他地域に紹介することで、取り組みの輪を広げることもで

きるだろう。 

このように事業をさらに発展させることができれば、より多くの⼈に多⽂

化防災の考えを広め、それぞれの現場での活動につなげてもらうことができ

ると考えている。 
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